
肥厚板が 3枚（胸板，生殖板，腹肛板）
⬇

雌成虫（種の識別が可能な発育ステージ）
⬇

側列毛（背板前方側縁に生える毛）を計数する

⬅　側列毛 は 4本 (j3, z2, z4, s4) 

ムチカブリダニ亜科のカブリダニ類

側列毛は 5本 (j3, z2, z3, z4, s4)
ミナミ （カタカブリダニ亜科）

側列毛は 6本 (j3, z2, z3, z4, s4, s6)
⬇

毛の太さ，背板後方の毛を観察する

毛が太い，Z1, S2, S4, S5 がない

ホンカブリダニ亜科のカブリダニ類

Step 11

毛が細い
Z1, S2, S4, S5 のいずれかがある　➡

カタカブリダニ亜科のカブリダニ類

Step 2

Step 14
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R1 がある
毛が太い

基本パターン，毛が太い

J2 と R1 がある
毛がやや細い

ホンコン　⬅　背板に切れ込み

ホソ　⬅　背板に切れ込みなし ➡　シュレイ

腹肛板が小さい

腹肛板は花瓶型

タテシナ　⬅　s4 が s6 より長い

トモエ　⬅　s4 と s6 は同長

IV 脚に巨大毛がない　➡　イナサ

IV 脚に巨大毛がある

⬅　s4 が s6 より長い

s4 と s6 は同長
⬇

タテスジ
ホッカイ
ソウヤ
ヒレ

シコク，カズサ，ケブト

基本パターンに比べて毛の有無を確認する
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Phytoseius

Phytoseiinae

1 属 13 種

Typhlodrominae　5属 26種

Phytoseiidae
カブリダニ科

ホンカブリダニ亜科

⬇

形態的に近似する種が含まれ，識別が難しい．

ムチカブリダニ亜科の基本パターンのうち・・・，

特定の毛が長い どの毛も同じような長さ

全体的に長い → Step 8

ケナガ 
Neoseiulus longispinosus

全体的に短い → Step 9

キイ，ヒノキ
Gynaeseius irregularis

s4, Z4, Z5 が長い
Z5 が背板の幅と同じか長い → Step 4

ニセトウヨウ，オニ，イシヅチ，
トウヨウ，ナンゴク，シガ，
タイリク，ニセオニ，シボリ，

ニセラーゴ，コクフ

s4, Z4, Z5 が長い．Z5 が背板の幅より短い
タカネ，イシカワ，アイヌ，
サロベツ，イログロ，ラデマッヘル，
ミチノク，エゾ，チトニア，
アンダソニ， スワルスキー・・・ Step 5に進む

Z4, Z5 が長い → Step 6

キタ，オキナワ

s4, Z5 が長い
リモニカス

　　j3, s4, Z4, Z5 が長い
ナンポウ，ウルマ，ニセウルマ
ウルマカブリダニモドキ
　　Step 2 に戻る

ミヤコ，
コヤマ，
ククメリス

ニセコヤマ，ササ，
カントン，ヤマト，
ホオノキ，オチ，
トウナン

ミヤマ，ヤノ，
イナバ，ヘヤ，
マクワ，パラキ，
イチレツ，コウズケ，
ホウレンソウ

Z5 が長い
→ Step 7

全体的に長くもなく短くもない
　　→ Step 10

Step 3

j5, ZV3 がない　➡　ヨコアミ

J2, S2, S4 がない　➡　ニセウルマ

デイリ，ナンポウ 
（受精嚢頸部の形状で識別）

J2, S2, S4, S5 がない

基本パターン

J2 がない

ゲンヤ　⬅　z4 が長い

サイタマ　⬅　z4 が短い

J2， S4 がない

ハマナス　⬅　R1は板間膜上

シマモリ　⬅　R1は背板上

⬇

ウルマ

ウルマカブリダニモドキ

IV 脚巨大毛は 5本

IV 脚巨大毛は 4本
　　　⬇

チリ　⬅　j6, s4, Z1, Z4, Z5 が長い

J2, S4, S5 がない

Proprioseiopsis ovatus　⬅　Z5<Z4

基本パターンに比べて毛の有無を確認する

Z5>Z4

ムチカブリダニ亜科

土着 : 12 属 57 種　・　導入 : 4 属 5種

Proprioseiopsis

Okiseius

Phytoseiulus

Amblyseiulella

Amblyseius

Amblyseiulella

Proprioseiopsis

Typhlodromips
Amblyseius

Amblyseiinae

Amblydromalus

Scapulaseius

Neoseiulus

Phytoscutus

Paraphytoseius

Paraphytoseius

Gynaeseius

Neoseiulus
Neoseiulus Euseius
Euseius

Typhlodromips
Scapulaseius

Paraphytoseius

Typhlodromips
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前肛毛が 2本
JV1, ZV2

前肛毛が４本
JV1, JV2, JV3, ZV2

ケウス　⬅　S2, S4, JV4 がない

S5, JV3 がない　➡　タマゲ

基本パターン
⬇

シラカバ 　⬅

ケブカ　⬅

⬅　S5 がない
ニセパイライ
リクチュウ

（ST3 が生えている肥厚板の形状を比較）

JV3 がない　➡

トランスバール
タケ
キタグニ
ウスゲ

キタミ，リュウキュウ，ノコギリ，ヤスマツ，
ミソ，シンシュウ，フシ，ヒゴ，フツウ，ヤマシタ，
ヒラシマ，キソ，セト，チンジュ，ヒメユリ

基本パターンに比べて毛の有無を確認する

カタカブリダニ亜科

形態的に近似する種が含まれ，識別が難しい．

Chanteius

カタカブリダニ亜科

Paraseiulus

Kuzinellus

Typhlodromina

Typhlodromus

種名のカブリダニを省略（例外 : ウルマカブリダニモドキ）．
導入種を赤字で，マニュアル【初級編】の識別対象種を

「ゴシック」で示す．和名がない種を学名で示す．
イタリック体で属名を示す．


